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日本のマンガは海外でも広く読まれ、週刊誌から単行本・Web・携帯電話など多様なメディアへの展開が活発で

あり、既に一つの文化ジャンルを確立していると言える。このような背景から、マンガに関するメタデータの構

築と Web による情報提供は重要であると考える。マンガの特徴は作品の派生と多様なメディア展開および構造に

ある。本稿では、マンガのこのような特徴を記述できるメタデータの定義と、メタデータを公開・操作するツー

ルの開発について述べる。 
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MANGA is said to establish itself a Japanese contemporary culture. Its market expands worldwide and 
it is distributed by various media such as papers, Web and mobile phones. Distinguishing features of 
MANGA are various derivative works, media-diversity and unique structure. Metadata for the new 
cultural media must be necessary to organize its structure and to give access-methods to consumers 
under the web environment. This paper will describe our challenge of constructing MANGA metadata 
to organize these distinguishing features and developing tools to manipulate metadata. 
 

１．はじめに 
日本のマンガ1は、その確立された独自の表現

形式2や、発行部数3などの点から、一つの文化

ジャンルを確立していると言える。その特徴と

して、週刊誌や月刊誌などに掲載された後に単

行本としてまとめられるという出版形態、さら

にアニメ・映画・小説・演劇などの多様なメデ

ィアやパロディなどの 2 次作品への展開が、他

のジャンルよりも活発である点を上げることが

できる。また、解題や作者などに関する多様な

情報が Web 上で日々流通・更新されている点も

特徴である。 
海外への展開も活発で、単行本として翻訳さ

れたりドラマ化されたりする事例も多く、海外
の若者が日本や日本語に興味を持つきっかけと
なっている。さらに、マンガを機会とした海外
における日本研究や異文化研究の事例も増えつ
つある[2]。日本語教育や地域研究の観点からも
興味深い動向である。 

このような文化的な背景から、マンガ作品の
データベース化には意義があると考える。ただ
し上記に示したマンガの特徴を考慮すると、マ

                                                  
1 日本では「まんが」、「漫画」、「コミック」などとも呼ばれ、海

外では comic（米）Bande Dessinee(仏)などと呼ばれているが、本稿

では、それらの歴史的背景や相違には踏み込まず、マンガと呼ぶ。 
2 マンガの定義や表現法などについても本稿では深くは踏み込まない。 
3 出版指標年報（2007）によると、2006 年の出版全体の推定販売部

数は 345,423 万部，推定販売金額は 21,525.4 億円のところ，漫画の

推定販売部数は 126,841 万部，推定販売金額は 4,810 億円である[1]。 

ンガメタデータは作品の派生関係や関連情報を
包含したものとして組織化する必要がある。こ
れを MARC のようなメタデータで記述するのは
容易でない。そこで必要な情報を詰め込んだメ
タデータを新たに定義しても、項目数が多く構
造も複雑になり、使うことは容易ではないと危
惧される。また、マンガデータベースの構築は
遡及入力作業が中心となるが、マンガ目録の専
門は皆無に等しいので、参加型のデータベース
構築を目指す必要がある。そのため、メタデー
タは可能な限り単純であることが望ましい。 
また紙メディアとしてのマンガには、絶版に

なりやすいという問題が収集現場から指摘され
ている[3]。さらに紙の劣化や災害への対応とし
て、デジタル保存の必要性も指摘されている[1]。 
このような理由から、マンガメタデータは、

①多様な派生関連を記述でき、②容易かつ効率
的に作成でき、③画像などのコンテンツデータ
への関連付けができなければならない。そこで
本研究では、単行本などの単体作品の書誌情報
はダブリンコア（DCMES）で記述し、メディア
間の派生・時系列関係および Web 記事などとの
関連情報は Topic Maps で記述することにより、
構築の容易なメタデータの定義を試みた。 

２．「花より男子」 
  本稿では「花より男子（はなよりだんご）」
を取り上げる。「花より男子」は、神尾葉子に
よる少女漫画作品であり、マーガレット（集英
社）に 1992 年から 2004 年まで連載された。単
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行本は全 37 巻、完全版全 20 巻 が発売されてい
る。2005 年 9 月 12 日には発行部数を 5800 万部
まで伸ばし1、日本一売れた少女漫画と言われて
いる 。アニメ化・テレビドラマ化・映画化もさ
れている。海外においては米国、フランス、ス
ペイン、台湾、タイなどにおいて翻訳版の単行
本が出版されている。また台湾では「流星花
園」、韓国では「꽃보다 남자」という題名でテ
レビドラマ化されている。 

このように、週刊誌から単行本、アニメ化・
映画化、海外における翻訳出版など、その多様
な派生作品やメディア展開の点から、「花より
男子」はマンガメタデータの研究に適した作品
である。また学園恋愛作品であるため一般的な
会話が中心であること、海外における翻訳も多
いので、テキストデータのサンプルとしても適
している。本稿では日本語教育や異本研究など
を想定したテキストデータ作成も試みている。 

このような理由から、「花より男子」を研究
対象として選択した。資料としては、日本語単
行本（マーガレットコミックス：集英社）、お
よびその英語版（Viz Media）とタイ語版（Siam 
Inter Comics）を利用している。 

３．マンガの構造とデータ構築 

視覚メディアとしてのマンガの特徴は、内容
の大部分を絵で伝達し、セリフや音などは文字
で表現し、コマや吹き出しなどの独特な仕掛け
により物語の連続性を表現している点にある。
読者はコマを追うことにより、ストーリーの時
間的な発展を理解する。したがってマンガの内
容をデータベース化するには、このようなマン
ガの構造を反映させる必要がある。 

 
３．１ 画像データ 
画像データのデジタル化はページを単位とし

た。単行本の背表紙を浅く裁断し、ページごと
に 300dpi、8bit グレースケールで撮影し、TIFF
および JPEG フォーマットで保存した。撮影後、
製本し冊子体を復元した。ただしカバーについ
ては見開き、300dpi、24bitRGB で撮影し、TIFF
および JPEG フォーマットで保存した。各画像
は、冊子の巻号（次節の Volume）とページ（次
節の Page）の組み合わせで識別している。 
デジタル化の過程で資料を裁断した点につい

ては批判もありうるであろう。しかし、冊子体
マンガの多くは紙の劣化という問題を抱えてお
り、最終的には紙媒体として保存するか、デジ
タル化して紙媒体を廃棄するかの二者択一を迫
られる問題である。 
実際、大量の冊子体マンガを長期間保存しよ

うと試みても、書庫などの設備や環境維持など
のコストの面から不可能であろうと思われる。
また、災害などから資料を保全するために、資

                                                  
1 発行部数の根拠が曖昧であるため、あくまでも参考値である[3]。 

料を複数用意して分散管理することも困難であ
ろう。このような理由により、本研究ではデジ
タル化を優先する観点から研究を行っている。
その代わり、適切なレベルにおいて、精度の良
い画像の作成を試みた。冊子体を裁断した理由
は、歪みの少ない画像を得るためである。 
カバーのみをカラーとしたのは予算上の都合

もあったが、日本マンガのほとんどはモノクロ
ームのページであるためカラー撮影をする必要
はないという判断を行った結果でもある。しか
し、精度の良い画像の作成を試みる観点からは、
カラー画像とした方が良かったのかもしれない。
一考する必要がある。 

 
３．２ 構造メタデータ 
テキストのデジタル化に際して、作品を単行

本→巻→ページ→コマに階層化した。コマの内
部は画像部分とテキスト部分から構成される。
画像についてはページを基本とし、コマ単位へ
分割などの処理は行わなかった。テキスト部分
は、会話、オノマトペ、ナレーション・モノロ
ーグ、手書き、記号から構成されるものとした
（図 1）。 

 

図 1．マンガの物理的構造 
 
テキストデータは、各会話、オノマトペ、ナ

レーション・モノローグ、記号、手書きを 1 レ
コードとした。レコードの構造は以下のように
定義した。 

 
ID：テキスト識別子 
Volume：冊子体の巻号 
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ID Volume Page Coma Attribute Speaker String Overlap Comment
27 1 P008 C01 f1 makiko いーなぁ/あたしたち/なんて/ビニールの/バッグよぉぉ//
28 1 P008 C01 f1 makiko ねっ/つくしちゃん//
29 1 P008 C01 o1 カチーン//
30 1 P008 C02 n1 ビニールの/バッグの/どこが悪いッ
31 1 P008 C02 n2 安いし丈夫だし/おまけに/雨の日でも/持ち歩けるのよっ//
32 1 P008 C02 n3 どーでも/いいけど/なんで/そんなに/媚びへつらうわけぇ！？//
33 1 P008 C03 f2 makiko どうしたのォ/つくしちゃん//息が/あらいけど//
34 1 P008 C03 h1 はあはあ//
35 1 P008 C03 f3 tsukushi な…っ/なんでも/ないのよ/真木子ちゃん//階段/のぼったら/ほら動悸が//―ねっ//
36 1 P008 C04 f4 makiko つくしちゃんて/ホントに/大人しいよね
37 1 P008 C04 f4 makiko 髪だって/おさげほどけば/ゼッタイ/かわいいのに//
38 1 P008 C04 n4 あぶない/あぶない//
39 1 P008 C04 n4 つい興奮して/自分が/出てしまった//
40 1 P008 C04 i1 2-C//
41 1 P008 C04 o2 がらっ//
42 1 P009 C01 o1 しーん//
43 1 P009 C01 f1 makiko おは…//
44 1 P009 C02 f2 makiko な…/なに/この雰囲気//
45 1 P009 C03 f3 classmate しっ//樹本が/来てんだよ//
46 1 P009 C03 f4 makiko ――//樹本くんて/ずっと/登校拒否/してた…？//
47 1 P009 C04 f5 tsukushi すごい/やつれかた//
48 1 P009 C04 h1 霊気ただよってる//
49 1 P009 C05 f6 classmate 退学する/らしいよ//
50 1 P009 C05 f6 classmate 今日/荷物/とりに来た/みたい//
51 1 P009 C05 h2 ぼそ/ぼそ//

図 2 テキストデータ例（日本語）マーガレットコミックス花より男子①,  集英社,  p.8-9 

図 3 テキストデータ例（英語）Boys over Flowers 1, Vis Media,  p.8-9 
 

図 4 テキストデータ例（タイ語）สาวแกร่งแรงเกินร้อย  1, Siam Inter Comics, p.8-9 
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Page：各冊子体におけるページ 
Coma：各ページにおけるコマ番号 
Attribute：テキストの種類。会話（吹き出
し）(f)、手書き(h)、ナレーション・モノロ
ーグ(n)、オノマトペ(o)、記号(i)、テキスト
のないページ(z)を定義している 

Speaker：話者 
String：テキスト本体 
Overlap：オノマトペなどが複数のコマに跨
がっている場合、それらのコマ番号を記載
する 

Comment：データ作成上のコメント 
 
本研究では、これをマンガの構造メタデータ

と呼ぶ。ID はテキスト識別子であるが、Volume、
Page、Coma の組み合わせにより決定できる。 

「花より男子」のような少女マンガでは、不
定型なコマ割りが多く、コマ順の同定を困難に
している。このような場合、本研究ではデータ
作成者がストーリー展開を追いやすい順序を採
用した。 
１コマ中に会話、オノマトペ、ナレーショ

ン・モノローグ、記号、手書きが混在している
場合、レコードの順序は「読み」順に従うが、
その決定もデータ作成者がストーリー展開を追
いやすい順序を採用した。 

String はテキストデータの本体である。日本語
テキストについては、文節ごとに「／」を区切
りとして付与した。また会話が複数の文から成
っている場合、文ごとに「／／」を区切りとし
て付与した。これは多言語パラレルテキストな
どの研究を想定しているためである1。図 2 から
図 4 にテキストデータの一部を示す。 
 
３．３ 書誌メタデータ 
マンガメタデータには、①ページやコマの順

序などの物理的情報と、テキストの種類や発話
者などの論理的な情報を記述したもの、②週刊
誌に掲載された 1 作品、１冊の単行本、1 枚の
DVD、画像データなど発行メディアに依存した
作品情報を記述したもの、③あるマンガに関す
る創作物としての包括的な情報（主題、タイト
ル、作者など）を記述したものなど多様である。 
前述の構造メタデータは①に対応し、会話や

発話者などから画像や関連メタデータへのアク
セスポイントとなる。 
②がいわゆる書誌メタデータに相当する。本

研究では、容易かつ効率的なメタデータ作成を
実現するために、データ項目を DCMES の 15 項
目に限定した。また著者（contributor）、出版社
（publisher）や内容（description）などに関する
詳細な情報の多くは既に Web 上に登録されてい
るので、自ら記述するのではなく Web などへの

                                                  
1 データ作成上の試みとして行ったもので、利用に関する詳細な検討

は今後の課題である。 

参照を基本とした。例えば単行本の第 1 巻の
DCMES データは以下のようになる。なお PSI は
関連概念への参照（後述の Topic Maps で説明す
る）、URI は Wikipedia などへの参照である。 

 
Title：花より男子（だんご） １ 
Creator: 神尾葉子 [PSI] 
Subject：恋愛[PSI] 
Description：日本の少女漫画作品。全 37 巻の

単行本の第 1 巻  [URI] 
Publisher：株式会社集英社[PSI] 
Contributor：株式会社創美社  [PSI] 
Date：199210  
Type：Still Image  [PSI] 
Format：印刷物,205p;18cm  
Identifier：ISBN4088480287  
Source：花より男子  [PSI] 
Language：Ja [PSI] 
Relation：花より男子[PSI]  
Coverage：平成  [PSI] 
Rights：Yoko Kamio [PSI] 
 
しかし、これらのメタデータは独立している

ために、マンガ情報を集中的に収集したければ、
データベースや Web などの多くの情報を自分で
探索し整理しなければならない。例えば「花よ
り男子」を国会図書館の NDL サーチ[5]で検索
（タイトル＝「花より男子」、著者・編者＝
「神尾葉子」）すると、「花より男子  第 10
巻」はマーガレットコミックス（単行本）のシ
リーズであることが分かる。つまり図 1 の単行
本と各巻の関係についての情報は収集できる。
しかし、これが「マーガレット」という隔週漫
画雑誌に掲載されたものの派生作品であること
や2、米国では Boys Over Flowers という題名で翻
訳出版されていることは、Web などを調べない
と分からない。また試し読みができるサイトも
分からない（例えば、http://www.s-manga.net/co
mics/cm_20050525_mg_sgc_4088551133_hanayorid
ango-kanzenban-1k.html）。 
この問題を解決するには、各派生作品の書誌

メタデータ（図 1 では単行本）をまとめる上位
階層あるいはデータ項目を定義し、そこに③の
包括的な情報を記述する必要がある。作品の多
様な派生情報などを記述する枠組みとして
FRBR（Functional Requirements for Bibliographic 
Records）の適用が考えられる[6,7,8]。 

FRBR では書誌の記述を、著作（Work）、表
現形（Expression）、体現形（Manifestation）、
個別資料（Item）の 4 段階でとらえる。「著
作」は内容のまとまりに対応する部分であり、
冊子体など特定のメディアにはとらわれない。

                                                  
2  例えば JAPAN/MARC MARC21 には 780（先行記入）や 785（後

継記入）などがあるので、これらを利用すれば派生情報を記述す

ることは可能であると思われる。 
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「花より男子」の包括的な情報が該当する。本
研究では、これをマンガの著作メタデータと呼
ぶ。「表現形」は著作を何らかの形で表現した
ものであり、単行本などに関する包括的な情報
が該当する。「体現形」は表現形を具体的なメ
ディアとして実現したものである。単行本 1 巻
ごとの包括的な情報が該当する。本研究におけ
る書誌メタデータは、ここに該当すると考えら
れる。これらの具体的な一点一点が「個別資
料」である。 
本研究では FRBR モデルを参照し、著作メタ

データ、書誌メタデータおよび構造メタデータ
を図 5 のように構造化し、これをマンガメタデ
ータと定義した（説明は 4.1）。前述のように、
体現形に対応する書誌メタデータは DCMES を
基本としている。同様に、著作および表現形に
対応するメタデータについても、データ項目の
意味は DCMES を基本としている。 

図 5 マンガメタデータの全体構造 

４．Topic Maps によるメタデータの統合 
本研究では、メタデータの実装において Topic 

Maps を利用する[9]。Topic Maps は、問題領域
に関する知識を、概念（topic）、概念間の関係
である関連（association）、概念と関係する情報
リソースへのリンクである出現（occurrence）で
表現する。トピック、関連、出現は型を持ち、
それらを Topic Maps Ontology と呼んでいる。 

図 6 Topic Maps の基本モデル 
 

例えば「神尾葉子は花より男子を描く」を
Topic Maps の基本モデルで表現した例を図 6 に
示す。この文を問題領域とすると、『神尾葉
子』と『花より男子』が Topic Maps の「概念
（主題）」となる。また、これら 2 つの「概
念」は「関連」により結びつけられている。ま
た『神尾葉子』にはファンページや Wiki 記事な
どの情報リソースが存在しており、これらの情
報リソースと『神尾葉子』は「出現」により結
びつけられている。『キャットストリート』や
『東京』も同様である。Topic Maps では、この
ようにして問題領域を表現する。 

Topic Maps の「概念」や「関連」には型があ
り、『神尾葉子』のような具体的な対象は、該
当する型のインスタンスとして記述する。図 6
には型を表示していないが、例えば『神尾葉
子』は『人』型のインスタンス、『花より男
子』は『著作』型のインスタンスである。「関
連」についても、例えば『描く』は（ここでは
同じ名前であるが）『描く』型のインスタンス
である。ところで『神尾葉子』には同名異人が
存在しうるように、一般的に名前は識別子とし
て不適切である。そこで Topic Maps では IRI
（Internationalized Resource Identifier）というユ
ニークな識別子を利用する。この識別子を主題
識別子（Subject Identifier）といい、公開された
主題識別子を PSI（Published Subject Identifier）
という。 
このように Topic Maps の構造は比較的単純で

ある。また出現を利用することにより、メタデ
ータの項目（トピック）と画像などのコンテン
ツとの関連付けが容易となる。IRI・PSI により、
Web 上に分散しているトピックも利用できる。
さらに問合せ言語である tolog（後述）を利用す
れば、メタデータの意味的構造に基づく多様な
検索も可能である。Topic Maps の導入により、
マンガメタデータをデータの単なる羅列ではな
く、概念のネットワークとして表現できると期
待される。 
以上の理由から、本研究ではメタデータの実

装において Topic Maps を採用した。これにより、
メタデータ本体およびメタデータ記述対象への
精密なアクセスや発見が容易になる。さらに、
対象の問題領域に新たな価値を創造・付加する
可能が開けるなど、メタデータの有用性を高め
ることができると考える。 
 
４．１ Topic Maps によるマンガメタデータの
表現 
前述のように、本研究では FRBR を参照モデ

ルとしてマンガメタデータを構造化している。
図 5 は、これを Topic Maps 的に整理したもので
ある。図の左部分が FRBR を参照モデルとした
Topic Maps Ontology で、右の部分がマンガメタ
データのインスタンスおよびその関係を表現し
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ている。図には描かれていないが、派生関係も
関連として表すことができる。 
図 5 の書誌メタデータの実体は DCMES の 15

項目である。これを Topic Maps Ontology で表現
すると図 7 のようになる。ここでは DCMES の
各項目を概念型（トピック型）、項目間の関係
を関連型としている。Topic Maps Ontology では、
トピック型を四角、関連型を線で表現する。ま
た四角の中の文字列がトピック型の名前である。
線の中央付近の文字列が関連型の名前、さらに
四角の近くの文字列が関連役割型の名前を表す。 

図 7  書誌メタデータの Topic Maps Ontology 
 
図 7 に基づき定義した書誌メタデータの各項

目を以下に示す（下線付きは DCMES）。 
 
Topic Types(8): Work, Expression, Manifestation, 

Agent, Coverage,  Language, Subject, Type 
Occurrence Types (5): Description, Date, Format,    

Identifier, Rights 
Association Types(9): createdBy, hasSubject,   

publishedBy, contributedBy, typeAs, sourceOf,    
expressedIn,  relatedWith,  coveredWith 

Association role Types (18): creator, subject, 
publisher,    contributor, type, source, language, 
relation, coverage、および各型に付随する役
割(9) 

Title：Work, Expression, Manifestation の Topic 
Name として利用する。 

 
図 5 の構造メタデータは 3.2 で述べた。これ

を Topic Maps で表現した Topic Maps Ontology を
図 8 に示す。 

図 8 構造メタデータの Topic Maps Ontology 

図 8 に基づいて定義した構造メタデータの各
項目を以下に示す。 
 
Topic Types (6)：巻、シーン、ページ、コマ、

せりふ／オノマトペなど、登場人物 
Occurrence Types (3)：属性、文字列、画像

（これらは図 2、3、4 の Attribute と String
およびページの画像データに対応する。） 

Association Types (8)： 全体-部分、登場する、
描く、話す、前シーン-後シーン、前頁-後
頁、前コマ-後コマ、前せりふ-後せりふ 

Association role Types  (16)：全体、部分、登場
するコマ、登場人物、描くコマ、描くせり
ふ、話す人、話すせりふ、前頁、後頁、前
コマ、後コマ、前せりふ、後せりふ、前シ
ーン、後シーン 

 
次に Topic Type のインスタンス例を示す。 
 
『巻』型インスタンス 
 トピック型： 巻 
 トピック名： 1 巻 
 スコープ： ja(日本語) 

主題指示子（Subject Identifier）： 
    http:// ... /psi/hanadan/volume_10001  

 
『ページ』型インスタンス 
 トピック型： ページ 
 トピック名： P008 
 スコープ： ja(日本語) 
 主題指示子(Subject Identifier): 
  http:// ... /psi/hanadan/page_10001_P008 
 出現(画像), スコープ(en(英語)): 

en/01000010.jpg 
 出現(画像), スコープ(ja(日本語))： 

ja/01000009.jpg 
 出現(画像), スコープ(th(タイ語))： 

th/01000010.jpg 
 
『コマ』型インスタンス 
 トピック型： コマ 
 トピック名： P008-C01 
 スコープ：ja(日本語) 
 主題指示子(Subject Identifier)： 

http:// ... /psi/hanadan/coma_10001_P008_C01 
 
『せりふ/オノマトペなど』型インスタンス 
 トピック型：せりふ/オノマトペなど 
 トピック名：ねっ/つくしちゃん// 
 スコープ： ja(日本語) 
 主題指示子(Subject Identifier): 

http:// ... /psi/hanadan/script_10001_1000028 
 出現(属性), スコープ ja(日本語)： 

せりふ（吹き出しの中） 
 出現(文字列), スコープ en(英語)： 
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DOESN'T SHE,TSUKUSHI? 
 出現(文字列), スコープ ja(日本語)： 

ねっ/つくしちゃん// 
 出現(文字列), スコープ th(タイ語)： 

เนอะ ซึคุชิ จงั 
 
さらにトピックが関連を持つ場合は関連役割

も持つ。『せりふ/オノマトペなど』型のインス
タンスが持つ関連役割の例を以下に示す 
 
関連役割： "P008-C01"トピックとの間の『描

く』関連における『描くせりふ』役割 
関連役割: "makiko"トピックとの間の『話す』

関連における『話すせりふ』役割 
 
４．２ Topic Maps による実装例 
以下に Topic Maps による実装例を示す。な

お実装したデータは、「花より男子」（単行
本）の日本語版、英語版、タイ語版の各第 1 巻
である。各言語版において、ページ数は 158、
コマ数は 550、せりふ/オノマトペ数 1,239、登場
人物 18 である。  

Topic Maps の統合開発・運用ツール Ontopia に
含まれる DB2TM 機能を使用し、図 2、3、4 の
Excel データから構造メタデータ topic map1を生
成した。書誌データ topic map は、DCMES の 15
項目をカラムに持つ Excel データを作成し、同
じく DB2TM を使用して生成した。 
構造メタデータ topic map と書誌メタデータ

topic map は個別に作成し、必要に応じてマージ
できるようにした。これら topic map の Web ア
プリケーションは、同じく Ontopia に含まれる
Navigator Framework を利用して開発した。 

Web アプリケーションが持つ主な機能は以下
のとおりである。 

- トピック型ごとのインスタンス一覧表示、 
- インスタンスの詳細表示 
- グラフィック表示 
- 文字列検索 
- tolog 問合せ 
- 関連に基づくトピック間のナビゲート 

図 9  「thank」による文字列検索例 

                                                  
1 Topic Maps はトピックマップ技術を意味する場合に使用し、topic 

map は個別のトピックマップを示すときに使用する。 

Topic map の Web アプリケーションの例とし
て、「thank」をキーワードとして文字列検索し
た結果を図 9 に示す。左側のカラムにはヒット
した文字列を含む「せりふ/オノマトペなど」が、
英語、日本語、タイ語で併記されている。右側
のカラムには、該当するトピックへのリンクが
表示されている 

Topic Maps では、単なる文字列検索機能に加
え、問合せ言語を利用した高度な検索も可能で
ある。Topic Maps の問い合わせ言語には、述語
論理に基づいた tolog[10]がある。Tolog の例と
して、『人』の『つくし』が発話するページと
コマを問合せる式を以下に示す。 
 
using psi1 for i"http://www. ... /psi/hanadan/" 
select $PAGE from 
psi1:part-of($PAGE : psi1:whole, $COMA : 

psi1:part), 
psi1:appear($COMA : psi1:coma-appearing-person, 

psi1:person_tsukushi : psi1:person-in-coma) 
order by $PAGE? 

 
この検索結果を図 10 に示す。結果として、

『つくし』が発話するページとコマの一覧が得
られる。ここで一覧の中の特定のページまたは
コマを選択すると、そのページまたはコマにナ
ビゲートできる。このように、メタデータの構
造に即した詳細な粒度での問合せが可能である。 

図 10  tolog による検索結果例 

５．今後の展望 
現状は少数のサンプルに対してメタデータを

試行的に作成した段階であり、メタデータを増

やすことが当面の課題である。 
メタデータの品質を保証するためには、メタ

データ記述のためのガイドラインが重要である。

メタデータ全体の構成には FRBR を採用してい

るが、詳細な検討を進めている途上である。特

に多様な派生情報を記述する上で、DCMES の

Source 項目および Relation 項目の役割と FRBR
との関連についての再考が必要であると考えて

いる。また Creator 項目、 Publisher 項目、
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Contributor 項目、Subject 項目のための典拠デー

タや PSI の整備も重要な課題である。 
マンガに関するリソースは、紙媒体や Web を

問わず、急速に劣化・消滅しつつある。したが
ってリソースのデジタル化やアーカイブ化は最
優先課題であるが、これらを有効活用するため
のメタデータ整備も同様に不可欠である。その
ためには、参加型によるメタデータの作成・管
理・維持・公開を低コストかつ効率的に行える
ような仕組みが必要である。技術的には、入
力・保守が容易な環境・ツールの構築、メタデ
ータ間の動的・柔軟なリンク・マージの実現が
必要であると考えている。 
これらにより、マンガ関連のリソースを広く

世界に発信するとともに、後世への継承もより
円滑に行えるようになると期待している。例え
ば、子供の頃に読んだ「あのマンガのあのシー
ン」をもう一度読みたい、「ある時代の文化・
流行・風潮・思想」などを調べたい、といった
ニーズに応えられることを目指している。さら
に、本研究の仕組みは、娯楽面での利用はもち
ろん、学習教材や複雑化し急速に進歩する機器
類のユーザガイドや整備マニュアルへも応用で
きるなど、実用面での新しい展開が期待できる。 
本稿はメタデータ構築が主要テーマであり、

テキストデータの利用については言及していな
い。しかし、資料の異同については考察する必
要がある。本稿執筆時点において、各言語によ
る資料間の異同は装丁の都合によるページのみ
である。ページ内のコマや吹き出しに異同はな
い。しかし、週刊誌から単行本としてまとめら
れる過程で、コマ割りや吹き出しあるいはスト
ーリーそのものが改変されることは、マンガで
は頻繁に見られることである。このような異同
も考慮するならば、現状の構造メタデータでは
不十分であり、何らかの工夫が必要である。文
献[11]などを参考として、構造メタデータの拡
張を行う予定である。 

その他にも、アニメやドラマなど単行本以外
のメディアに対応していないなど、考慮すべき
課題を抱えているが、地道に取り組んでいきた
いと考えている。 
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